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(平成 2 1年 1 1月 8日 )

【参加者】 32名
(内訳)会 員 2 2歴 民 3城 石会 3

本島 2  多 度津 2

【会費】 2, 500円
但し 多度津は 1, 500円

【会計】
( 収入 ) 7 8 ,  0 0 0 円

(差, 1 ) A 2 3 , 7 6 2円

※本会計研修費 より補填
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( 1 9 8 7 ) 6月 発足
行事 年 2回 ・会費 2千 円

泰―総会 ・研修会 ,懇 親会
秋―現地研修会
会長 藤 井致一

(1999)6月
会長 入 江幸一

(2002)11月
塩飽文庫設置 (塩飽勤番所内)

藤井家 。東 山家文書等
閲覧可 (勤番所開館時)
寄贈受付 中

(200 7 ) 1 0月  (史 談会 20周 年)
塩飽史年表作成開始

(200 9 ) 1 1月  高 見島・佐柳島訪問
塩飽各島再訪間開始

(201 0 )年 表完成予定
成臨丸渡米 150周 年
会報 「塩飽史談会だ よ り」創刊
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風 もな く、波静かで この上 ない天 |
侯 に意 まれ た一 日で した。 8時 定刻 十
に坂 出港 を出発 した観 光船旭丸 は塩 |
飽 を駆 け巡 り、秋 の研修 に参加す る |

会員 を乗せ 目的地 の高見 島 ・佐柳 島 |
を訪 問 しま した。塩飽 史談会 として |
は 15年 ぶ りの両島訪 間で した。  |
茶粥 を食べ る島、両墓制 の島 と して |
知 られ てい る高見島 ・佐柳 島ですが、|

水夫 (かこ)の 島 また塩飽 大工の島 と、漁業 を主な
生業 として きた島 との違 いがあ ります。特 に江戸時
代 (中期以降)か ら高見島 と佐柳 島の人 口が逆転す
る とい う佐柳 島の人 口増 が見 られ ま した (墓地 に も
その様子 が見 られ る)が 、現在 は両島 とも猫 の多 さ
が 目立つ過疎 の島 となつています。

高見島では、 90歳 にな る八江会長 さんは じめ 3
2名 の方 々が、胸突 きの坂道 を上下 して浦集 落の家
並み を巡 り、江戸前期の島の人 々が汗水流 して生 き
た生命 力の強 さが感 じられ る石積み を肌 に感 じなが
ら島の歴 史をたずねて歩 きま した。

佐柳 島では、ふ る さとの会 の島 田様 をは じめ、皆
様 の協力 ・歓迎 をいただき人幡督 ・千満 の井戸 ・庄
屋 宅 (伊能 忠敬 が宿 泊 した)・ 乗蓮 寺 ・長崎 の埋 め
墓 な どを見学す るこ とがで きま した。
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